
     

     

     

     

湿潤分散剤

TEGO® Dispers 689

用例

TEGO® Dispers 689 は放射線硬化と溶剤系処方向けのポリマー系顔料湿潤
分散剤です。艶消し剤の放射線硬化処方中への、混合を促進します。特に溶剤
系処方の低VOC着色剤にて、すべての顔料に類まれな粘度低減をもたらします。

重要な利点

UV塗料向けの高濃度の艶消し剤ペースト化を可能にする
長期間持続する艶消し効果を提供

低VOC着色剤で最も高い粘性低下を提供
幅広い相溶性

効果

有機顔料 /カーボンブラックでの粘度低下

有機顔料 /カーボンブラックでの色彩強度 /光沢

無機顔料 /体質顔料での粘度低下

無機顔料 /体質顔料での色彩強度 /光沢

適性

水系 溶剤系

100％  2液硬化 放射線硬化型

ダイレクト分散　 高固形物

樹脂含有高濃度顔料組成物 樹脂フリー高濃度顔料組成物

 不適  一部適する  適する

代表的な用途

木材用塗料

高濃度顔料組成物

ハイソリッド工業用塗料

技術情報

酸価（製品有り姿） Approx. 10 mg KOH/g

有効成分量 100 %

アミン価（製品有り姿） Approx. 110 mg KOH/g

外観 透明～微濁液体

化学処方 高分子量ポリマー

溶剤 -

溶解性

水 エタノール

TPGDA 酢酸ブチル

ミネラルスピリット

 不溶  一部溶解  溶解

推奨添加量

: 2.5 - 7.5 %
無機顔料に対して製品有り姿にて算出: 1.0 - 15.0 %
有機顔料に対して製品有り姿にて算出: 3.0 - 25.0 %
カーボンブラックに対して製品有り姿にて算出: 5.0 - 40.0 %

処方手順

散液前に粉砕に追加　

固体粒子を追加する前に、添加剤にモニマー/オリゴマー配合を混合してくださ
い。

低温によって発生した混濁は、製品に加温することで除去可能です。これは、

製品の性能特性に影響しません。

取り扱いおよび貯蔵

未開封状態で保管されるなら、製品の貯蔵期間は、製造から60ヵ月です。
低温では、可逆的な懸濁が起こります。
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